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（論文内容の要旨） 
 
 人以外の哺乳類のほとんどは全身を覆う体毛を持ち、両生類、爬虫類、魚類などは鱗をまとい、外骨
格生物たちは甲に包まれる。その中で特に、私は昆虫が持つ「甲」について昔から強い関心を持ち、造
形的な観点から研究してきた。 
 私は、自然豊かな地域で男の子として育ったので、昆虫好きは自然のことでもあった。多種多様な昆
虫の中でも、とくに堅い「甲」を持つ虫たちのフォルム、ライン、質感などは、きわめて魅惑的である。
さらに、「甲」は、人から最も遠い存在である。人の身体は柔らかく弱いが、昆虫は堅い「甲」を持つか
らだ。それへの想いは、かつての、戦いで身を守る鎧を身に付けた騎士への憧れでもあるだろう。 
 また、人間が作り出す製品的なもの、すなわち「カバー」についても、自然が作り出す「甲」に類す
る要素を見つけることができる。文明的な、製品的なものを作り出す時には、必ず中身を包む「カバー」
が存在する。近代になってから、機関車、自動車、パソコン、携帯電話など、めまぐるしく技術が発達
してきたが、この長い年月の間、共通して変化していないのが、全て「カバー」に覆われているという
ことだ。カバーのない製品はほぼ存在しない。逆に言えば、「カバー」があるからこそ、製品として成立
ち、文明が築き上げられたのではないだろうか。 
 本論文は、全４章から成る。まず昆虫の「甲」について考察し、次にそのカタチや存在を人間が作り
出す製品の「カバー」の存在と照らし合わせて比較検討し、「守る外身」と「守られる中身」の関係につ
いて自作品を基に論じ、そして最後に一つの立体造形作品へと展開する過程を述べる。 
 
 第１章「ルーツと虫」では、実体験に基づき、昆虫とメカと私の関係、出会い、生い立ちを解説した。
そして昆虫の中で、私が特に造形的に「美しい」と感じる三種（ゲンゴロウ、ウバタマムシ、オオクワ
ガタ）を挙げて、甲のカタチや比率について論じた。このことにより、私の生まれ育った環境が、昆虫
とメカへの興味をもたらしたという結論に至った。また、造形的に「美しい」として感じる三種に共通
する性質として、裏表の形が異なる平らなフォルムであるということを確認した。 
 第２章「カバーと甲」では、生き物における、外骨格と内骨格の対比を行い、双方のメリット、デメ
リットを比較した。外骨格にはほとんど動作上のメリットはないのだが、それにもかかわらず、人は古
くから外骨格を求めてきた。例えば人が求めた外骨格として、西洋甲冑があげられる。この進化の歴史
や構造を調べると、最終的に昆虫の「甲」とかなり近いものになっていることが分かる。一方、工業製
品の「カバー」の歴史を検証しても、「甲」との共通点を見いだせる。いずれも中身を守るカタチは、流
線型なのだ。 
 第３章「内と外」では、これまでの私の作品を、流線型とメカニクスの二つのタイプにわけて、それ
ぞれを再考してみた。かつて、私は自分の作品に流線型のカタチやラインが入ってくることを、感覚的
に手を動かした結果に過ぎないと感じていた。だが、見直してみると、私の感覚的な造形の根底には、
甲虫のカタチやラインがあることが分かった。また、私は、流線型と平行しながら、多くのメカニクス
的な作品を制作してきた。以前は、私自身でもそれらを別物と考えていた。しかし、自身の制作の変化
を振り返ったことで、流線型とメカニクスの両者がともに、私の培った環境から影響を受けたことを確
認できた。そして、この二つのタイプが一つになるきっかけの作品《守られる》（2004年）から、博士課
程修了制作のコンセプトである「命を守るカタチ」へと展開した。 
 第４章では、修了制作《守る・守られる》（2009年）の制作過程について詳しく述べた。まず、最初の
段階で描いたドローイング、エスキース、作品制作に対する考え方や発想を提示した。次に、具体的な
技法、制作風景の様子、展示における選択や迷い、つまずき、感情の変化についても記した。 
 本論文の結論として改めて強調したいのは、自然が作り出した昆虫の命は甲が守り、人が作り出した
製品にはメカを守るカバーが必ずあるということだ。だが、自然と人工、命と機械という、相反するこ
の二つのもの（甲とカバー）は、必然と偶然の象徴であり、通低しているのではないか。それらをひと
つの作品にまとめあげることで、そして、カタチを生み出す瞬間、カタチの内にある命を意識し、手を
動かすことで、松枝悠希のカタチが生まれるという結論に至った。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、子供の頃から昆虫とメカが大好きだった筆者の趣味が、ある意味幸福な形でそのまま現在
の創作につながり、博士修了作品として結合するにいたった経緯を論述したものである。趣味が造形に
ストレートにつながるワクワク感が、テンポよく迷いのない文体、手際のいい作品の全体に溢れ、つく
る楽しさが観者と読者にも強く伝わってくる。ただこれまで無意識に手を動かしてつくってきた筆者の
造形のイメージソースが、育った環境の中の昆虫と機械にあったことを筆者が明確に自覚したのは、本
論文の作成過程でのことのようであり、創作が意志や意図をこえた源をもつことを示して興味深い。 
 昆虫とメカの趣味は、筆者が大学に入ってからもしばらくの間、別々の造形として表れている。昆虫
採集が子供時代の日課だった筆者のお気に入りの昆虫は、ゲンゴロウ、ウバタマムシ、オオクワガタの
３種。厚く硬い甲をもつこれらの昆虫は、いわば防御型システムの昆虫で、流線型の形をもちながらも、
動き自体は素早い昆虫ではない。その守るための甲と特に関節などの可動部位のつくりが、金属製の西
洋甲冑と同じだという指摘は、発想力に富む論証として面白い。そしてその３種の甲のラインを、筆者
は当初無意識に制作していた。一方、生家の印刷会社の機械群を遊び場としていた筆者のメカ好きは、
「ゾイド」などのロボット玩具への趣味以上に、じつは音やにおいとともに筆者の中に深く浸み込んで
いる。玩具とメカ好きからの作品は、当初、ミサイルの作品「Side winder」「Unexploded Bomb」（2004
年）といった、昆虫とは逆にスピードをもつ攻撃型システムの造形になっている。こうした昆虫とメカ、
自然と人工を組み合わせた作品「守られる」（2004年）も、じつは同時期にすでに制作しているのだが、
その時はまだコンセプトを十分に整理できていなかったと筆者は記す。しかし自由に思うままに制作し
たこの作品のコンセプトが、博士修了作品に直結していくことになる。 
 修了制作で昆虫とメカを同一作品に融合させたキーコンセプトは、昆虫は甲、機械はカバーによって、
ともに中身が守られていることであり、筆者がそれをはっきりと認識したことで、造形化に明確な輪郭
が与えられることになった。タイトルは「守り守られる」。外骨格は昆虫の甲のラインをもち（守り）、
内部はメカによるしかし生命体の内臓のようなつくりになっている（守られる）。昆虫の腹部のシマ模様
のような隙間から、内部が見えると同時に、内部から外にもれる呼吸のような、鼓動のような明滅する
光は、生物と機械が結合した未来の生命体を思わせる。筆者は、自然が生み出す昆虫も、人間がつくり
出す機械も、環境によってカタチを変えていくことに、“生命体”としての共通点を見出し、それらを守
る甲（カバー）に、本論文のタイトル「命を守るカタチ」を意義づけることで、結論としている。 
 論点を的確におさえテンポよく展開する文体、コンセプトに沿った手際のよい素材・技術の選択と組
み合わせ、効果的なディスプレイとプレゼンテーションは、現代社会の感性を的確に捉えており、デザ
イン科らしい好論の博士論文として、審査員一同の高い評価を得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 彼の作品は一貫して「包むものと包まれるもの」の関係を意識しながら造形に反映してきた。この３
年間で彼はその関係性をより多様な手法や素材で造形物にし、造形的な美しさと彼独自のカタチを生み
出すための考察を繰り返してきた。考察においてのスタディや実製作の作品の量は非常に多く、その仕
事量と作品のクオリティは高いレベルにあり、特に博士展に提出されたそれら考察のための作品群は本
作品を評価するうえで特筆すべき内容であった。そこには本作品にいたるまでの動機、過程が一貫して
おり、作者の制作姿勢をうかがい知る事ができた。これら積み重ねの集大成と言うべき作品が今回提出
された本作品である。 
 自身のこれまでの作品を博士課程で客観的に分析した結果、造形のきっかけが「昆虫の造形美と機械
の造形美」にあったことを再認識し、その象徴となる形を模索しながら作品制作は進んだ。そのなかで
大学の授業で行われた西洋甲冑の造形や機能美の一つの象徴である流線型のカバーリングデザインに焦
点をしぼった。それは機能と形体の相関関係が明確であったからであろう。これが本作品の『守るカタ
チ』のアウトラインである「甲」のカタチに発展していった。ボリューム感、スケール感を強調するた
めの大きさや設置角度、「守られる内蔵」を感じさせるためのスリットも昆虫の形体から展開された素直
な造形で鑑賞者にとってわかりやすい造形となった。一方の「内蔵」側の造形も機械の造形美と昆虫の
筋肉のイメージから「命」を感じさせる部分を抽出し、昇華させた造形となった。技術的にも制作がと
ても難しい造形である。表裏が一体とならなければならなく、どれか一つかみ合っていないと今回の作
品は完成しないものである。この内部のカタチが本作品の重要な部分で、単なる外装的なカタチではな
く。うちから湧き出る必然のカタチを表現し、互いに支え合う機能的な側面を表現することに成功した
のではないだろうか。内部に入れた照明もこの重要な「内蔵物」「命」を強調するためになくてはならな
い造形の一部となった。 
 彼の作品は一般に言うデザインと離れているように一見感じるが、実は自然の形体は機能的な形体の
積み重ねによって造形が成り立っている事を追求している。いわばデザインの原点を探る研究であり、
高い技術でその造形を表現した非常に優れた研究内容である。彼の今後の研究にも期待が持てる内容で
あった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 論文は、作者の幼少の頃からの記述から始まる。作者は、鬼怒川や小貝川にはさまれた自然豊かな環
境で育ち、そのなかで草や木々、それに虫たちと身近に接することができた。 
 一方で、家業は印刷会社を営み、工場内にある印刷機や製本機といった多種の機械類に囲まれて育っ
てきたという。「自然と人工」、この両者の関係が論文のベースになっていて、そこから導かれる造形の
理論は必然的であり、説得力をもって展開されている。 
 具体的には、昆虫の命を守っている外骨格と、近代デザインのメカニズムを守るカバーリングとを対
比させると同時に、その類似性に着目することで、形体における滑らかさの典型としての流線型の再認
識に至っている。 
 流線型とは本来、流体の抵抗を軽減する滑らかな形体のことであるが、近代においては、機能という
本来的な目的から乖離し、商業主義的な機能美の象徴として扱われる様になったといえる。本論文のな
かでは、昆虫の外骨格から導きだされた流線型を、自然からの必然的機能の現れとして論評しており、
その形が「内包する空間」を守るかたちと位置づけ、普遍化しようと努めている。 
 作品は、自身が選定した３種の昆虫の形体の分析からはじまり、それらの造形的美しさを、作品制作
を通して実験的に追求している。 
 生物の命は目に見えないが、守る対象としては最も大切なものである。また、これとは対象的に、オ
ートバイのエンジン部分の様に、人工物において生命といえる部分が剥き出しになった造形美も同時に
存在する。作者は、「守るもの」としての流線型的カバーリングと、「守られる」形体としての有機的な
生命部分を一体に捉え、造形的に追求し、光による効果を加えることで呼吸する命を強調している。一
歩間違えると模型のように説明的になってしまいがちであるが、確かな構成力と無駄を排除した簡潔さ、
洗練された造形力をもって、アノニマスな、気持ちの良い表現へと導いている。 
 このように、論文と作品とが相乗効果によって、高度な造形表現の追求に至り得たと高く評価でき、
総合的な見地からみて博士の学位に値するとものといえる。 
